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（～１０年後）
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ステップ１

「業務の共同化」

ステップ２　

「経営の一体化・事業統合」

・技術者・設備等の共有

・管理水準の平準化

・安定給水強化など

・送配水一体運用による効率化

・水道水品質の一元管理

・水道安全度の向上など

・広域的な施設の効率化、最適化

・人材・技術力の統合と適切な配置

・投資の効率化、重点化など

ステップ１　「業務の共同化」

ステップ２　「経営の一体化・事業統合」
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大阪広域水道企業団による

業務の一部受託（Ａ業務）

（Ａ業務：水質検査、施設運転管理、施設ﾒﾝﾃ、緊急資材購入等）

大阪広域水道企業団による

業務の全体受託（Ａ業務）

大阪広域水道企業団による

業務の一部受託（Ｂ業務）

（Ｂ業務：水運用管理、水質管理、管路ﾒﾝﾃ、施設共同整備等）

大阪広域水道企業団による

業務の全体受託（Ｂ業務）

△△地域水道事業

○○地域水道事業

水道用水供給事業

企業団により一体運営（別会計）

大阪広域水道企業団との

事業統合

※会計一本化

　用水供給と末端水道

の区別は無くなる

府域一水道

大阪広域水道企業団との

経営の一体化
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目標の実現には 運営基盤の強化 が必要  






大 阪 府 水 道 整 備 基 本 構 想 の 概 要





水 道 整 備 基 本 構 想











□根拠　H20.7.29 厚生労働省水道課長通知


（S53.1.18厚生省通知）


□目的　広域的な水道整備計画及び管内の水道の


あり方に関する方向を明らかにする。





（今回の改定）


■目標年次　　平成42年度（今後20年程度）


■区　　　域　　大阪府全域を大阪広域水道圏として設定（当初構想から同様）


■内　　　容　　府内市町村の行政区域を超えた広域的な観点から広域水道整備のあり方を示す。








大阪府の状況


昭和52年度　「大阪府水道整備基本構想」策定


平成  ２年度　改定（目標年次　平成25年度）





　　　











１．構想の理念（府域水道の将来像）





３．広域化のロードマップ





料金収入の


減少





更新費用の


増加





府域一水道に向けた更なる広域化の推進


大阪広域水道企業団を核とした府域水道の更なる広域化を推進し、


大阪市を含む府域一水道を目指す。





ベテラン職員の


大量退職





給水人口・給水量の


減少








技術力の


低下





《方　針》





水道施設の


老朽化











●府域一水道に向けて、市町村の実情に応じて「業務の共同化」から段階的に広域化を進めることにより、


課題の改善効果を利用者に対して具体的に見せて、更なる広域化への理解と合意につなげていく。


●府域一水道を早期に実現することを目指すが、全体最適を見据えた水道施設の整備・統廃合を進めるために相当な期間を必要とすることを踏まえ、施設更新のタイミングと照らし合わせて、目標期間としては概ね


２０年程度を視野に入れて進めていく。











《課　題》





２．基本的な運営方針








①安定して給水する「水道」　 ②安心・安全な水道水を給水する「水道」


③健全な運営を持続する「水道」　　④地球環境にやさしい「水道」　


⑤アジア・世界に貢献する「水道」





《目　標》


５つの理念に沿って目標年次（平成42年度）における具体的な目標を設定


●水道施設の耐震化の推進


●地域水道ネットワークの構築


●広域的な水道施設の再編（効率化・最適化）　など





≪府域水道の目指す方向≫　


府域水道の目指す方向は、国の水道ビジョンに示された５つの政策目標（安定・


安心・持続・環境・国際）を実現し、府民に対して安心・安全な水を安定かつ安価に供給し続けること。











